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事業成果の報告 

2023 年度子ども若者ゲートキーパー支援事業成果 

（申請事業名：ゲートキーパー育成・支援のための全国モデル創造事業） 

特定非営利活動法人 Light Ring. 

 

2023 年 4 月 1 日-2024 年 3 月 31 日 

 
事業実施の成果 

 

(非専門家ゲートキーパーを対象とし支援技能を向上させる事業)    

1. オンライン非専門家(子ども若者)ゲートキーパー養成研修、ringS開催 

・全 6 回の ringS 開催（目標値 6 回） 

・39 歳以下 100%（目標値 100%） 

・居場所としての機能 100%（目標値 75%） 

・ゲートキーパー総数 69 名の ringSへの参加（目標値 60 名） 

2. 事業における効果測定（心理尺度のデータ解析結果） 

・オンラインゲートキーパー養成研修・・ゲートキーパー尺度 GKSES 

・ringS・・・・・・・・・・・・・・・・ヤングケアラー尺度 

(スタッフを対象とし支援技能を向上させる事業)  

3. ringS 司会・統括者の育成講座開発及び実施 

・申し込み兼参加者 13 名 

・短縮版養成講座の開発 

4. ringS 司会・統括者の定着支援  

・ringS司会・統括者 9 名定着 

(非専門家ゲートキーパーを支援する、専門家の全国連携体制構築事業) 

5. 全国の非専門家（子ども若者）ゲートキーパー支援を目的とした専門家(スーパー

バイザー)ネットワークの強化 

・専門家ネットワークにおける新規加入団体・個人 22 名の参加 
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(非専門家ゲートキーパーを支援する、オンライン相談対応・コミュニティ運営事

業) 

 

6. オープンチャットを活用したピアサポーター、専門家による相談支援の活性化、

知見化、情報発信  

・オープンチャット加入者 111 名（目標値 50名） 

 

 
事業実施に関する事項
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3．Instagramの運用 ...................................................................................................... 51 
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 5．考察 ......................................................................................................................... 55 
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1⃣自殺問題の現状とピアゲートキーパーの重要性について 

● 小中高生の自殺者数の現状 

 令和 4 年度において小中高生の自殺者数は過去最悪の 514 名であった。日本は先

進諸国(G7)の中でも自殺率がとりわけ高く、15 歳から 34 歳における死因で最も高

い割合を占めるのは自殺である。特に児童・生徒の自殺原因は、厚生労働省・警察

庁による原因・動機数における上位の項目によると「学業不信」「その他進路に関

する悩み」「親子関係の不和」が順に多い。児童生徒の自殺問題の改善は早急に解

決されるべき社会課題である  

● 若者の自殺対策における同世代ゲートキーパーの重要性 

 現在、自殺対策の観点で、ゲートキーパーの存在が重要な役割を担うことの認知

が広められている。その担い手としては、地域のかかりつけの医師や保健師などを

はじめ、行政や関係機関などの相談窓口、民生委員・児童委員や保健推進委員、ボ

ランティア、家族や同僚、友人といった様々な立場の人たちがゲートキーパーの役

割を担うことが自殺総合対策大綱 p.19「（10）様々な分野でのゲートキーパーの養

成」に記載の通り期待されている。 

 確かに、専門家や大人のゲートキーパーは高度なスキルを有するが、若者にとっ

て彼らを相談相手の選択肢として持つことは精神的ハードルが高いことがあり難し

い。一方で、同世代ゲートキーパーは早期発見能力において優れていることが特徴

である。なぜなら 10 代 20 代の若者が、自分の悩みを相談する相手は、家族や友

人、恋人など身近な相手が大きな割合を占めていることが理由として挙げられる。

日本財団 第 3 回自殺意識調査報告書によると、「追いつめられた若者が頼りたいの

は、身近で大切な人たち」だと示されている。 

 このように同世代ゲートキーパーは、支え手としてのスキルはなくとも悩みの相

談相手となることが多く、希死念慮を抱えた当事者の SOSを真っ先に感知すること

ができるのである。したがって、特に子ども若者の自殺対策において、若者ゲート

キーパーの担う役割と専門家や他のゲートキーパーの担う役割が異なるため、同世

代ゲートキーパーと専門家との連携により大きな効果を発揮することが指摘でき
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る。同世代ゲートキーパーが専門家につなぐ役割を担うことで、希死念慮を持つ若

者の早期発見・介入が可能になると十分に考えられる。 

● 子ども若者がゲートキーパーである際に考慮すべき点 

 上述のように、若者ゲートキーパーが自殺対策において重要である一方、若者ゲ

ートキーパーは専門家や大人のゲートキーパーと比較して考慮すべきことが 2 点あ

る。 

① 精神発達段階が未熟である点 

 専門家および大人のゲートキーパーは、精神的に発達しているため自身の状態を

良好に保ちながら支え手としての役割を果たすことができる。また、ゲートキーパ

ーは第二の被害者となり得る可能性があるにも関わらず、あくまで「支える側の立

場」だという認識が広まっていることから、子どもゲートキーパーには、特に配慮

が必要である。 

② 環境要因による非自発的ゲートキーパーである人が多い点 

 基本的に自身に心の余裕がみられる人がゲートキーパーになることを自発的に選

択する傾向が高いため、自分以外の他者を支えることが可能となる。一方で子ども

若者ゲートキーパーの場合、環境要因的にゲートキーパーとならざるを得ないケー

スが多い。受動的なゲートキーパーは、自発的になった人と比較するとゲートキー

パーであること自体に悩んだり、バーンアウトしてしまったりするリスクがとても

高い。 

これらのことから、子ども若者ゲートキーパーにとって、他者の心の悩みを受け止

めることは難易度が高いため、彼らに寄り添い、大切な人を支える上での悩みを

聞いてくれる人や居場所が必要不可欠な実態がある。 

● 「子ども・若者ゲートキーパー」特有の課題 

○ 支えているゲートキーパー自身が相談できる居場所がなく孤立してしまう 

○ 必死に支えようとするあまり、バーンアウトしてしまう 

● 我が国の自殺対策における「ゲートキーパー」の取り扱いに関する課題 

 現在の社会において、上記のような課題に対する育成後のフォローアップやゲー

トキーパーへのサポート体制が不足している。ゲートキーパーが十分なサポートを

受けることができない現状は、心理的孤立を抱えた者から精神的な拠り所を喪失さ

せる自死誘発の危険性を高めるだけでなく、ゲートキーパーが支えられなかった後

悔から自傷行為に走るなど自らの健康状態を害す危険性が高まり、最悪の場合支え

ていた側が自殺予備軍となる危険性をも孕んでいることがこれまでの活動実績より

示唆されている。 
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 そのような現状に対し、当法人は若年層支援に特化していることから、心理的孤

立を抱えた自殺予備軍の「若者」を支える”ユースゲートキーパー”に対し、継続的

な居場所の提供による心理的サポートを実施するとともに、バーンアウトを防ぐた

めのセルフケアプログラム等総合的支援を全国で展開している。 

 

 

 

 

2⃣オンライン非専門家（子ども若者）ゲートキーパー養成研修、

ringS 開催  

1．事業内容 

（1）概要 

オンライン非

専門家（子ど

も若者）ゲー

トキーパー養

成研修 

● 目的 

 非専門家（子ども若者）が、希死念慮を抱えた身近な

人の異変に気付くもどうしていいか分からないと悩む

時、身近な人に手を差し伸べることへの躊躇が減り、希

死念慮者・自殺未遂者に声をかけられる人が増えるよ

う、ゲートキーパーの役割と心得についての学習機会を

提供する。 

● 内容 

東京大学大学院医学系研究科との共同研究で制作された

ゲートキーパー養成研修動画を利用した視聴型の研修。

子ども若者ならではの事例や具体的な声掛けの方法の例

を学ぶことができ、研修内の複数のワークでは参加者か

らも意見や考えを発言してもらう。 

ringS ● 目的 

 ゲートキーパーである前に、自身のメンタルケアの手

法を学び、自ら身を守る手段を身に付け、持続可能な支

援体制を構築することが出来る。支えることに悩む非専

家（子ども若者）ゲートキーパーを支援、サポート体制
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を構築し、非専門家（子ども若者）ゲートキーパー同士

の居場所を創出。孤独に悩みバーンアウトすることを未

然に防ぐ。 

● 内容 

 ゲートキーパーとして身近な人の悩み相談を受け止め

る子ども若者が集まり、座談会を開催。支え手ならでは

の悩みを共有する場を提供するとともに、公認心理師な

どの専門家からスーパーバイズを受けることができる。

また、身近な人を支えるために、まず自らを守る手段を

身に付けられるように、実践的なセルフケアの方法を提

供する。 

 

（2）目標値 

● 全 6 回の ringS開催 

● 参加者総数 60 名 

● 39 歳以下の参加率 100% 

● 居場所としての機能（事後アンケート「またこの場に参加したいと思う」に

おける「ややそう思う」「そう思う」の回答率)75% 

2．結果 

（1）開催日時及び参加人数 

①6 月 11 日（日）、②8 月 20 日（日）、③9月 3 日（日）、④10 月 15 日

（日）、⑤11 月 12 日（日）、⑥12 月 10 日（日） 

● オンライン非専門家（子ども若者）ゲートキーパー養成研修 

14 時～15 時 30 分 

● ringS 

16 時～18 時 

 

使用可能な申し込みデータ、参加データは下表の通りである(n=69)。第 1-6 

回 ringS について複数回参加された方については初回参加時の回答のみを使

用している。 
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申し込み時

アンケート 事前アンケート 事後アンケート 

第 1-6 回ゲートキーパー

養成研修 69 49 47 

第 1-6 回 ringS 61 59 

 

 

 

各回の参加者の様子（本人から公開許可済み） 

 

  
 

  
 

  

 

 

（2）参加者の特徴（n=69） 

● 参加者の属性 
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○ 年代、居住地 

申し込み者の全員が 30 代以下であり、本活動の特徴としては 19 歳以

下の参加者が 9%居る点、20 代の参加者が最も多く 49%を占める点に

ある。 

 

 また、首都圏（東京・埼玉・千葉・神奈川）がおよそ 1/2 を占めた 

が愛知、宮城、大阪、兵庫など、全国各地から申し込みがあった。 

 

 

○ 支え手の属性、相手との関係性 

申し込み者について、現在支えている相手がいる、もしくは過去支え

の経験がある層が 46%を占め、その内希死念慮者を現在支えている層

は全体の 11%であった。 

 

n=69 

n=69 



 9 

 
 

● ringSへの流入経路と ringSへの期待 

○ ringS への流入経路 

ringS を知ったきっかけとして、Light Ring.ホームページが 35%、友

人・知り合いからの紹介が 24%、厚生労働省のウェブサイトが 22%と

多くを占めた。その他インスタグラム、LINEオープンチャット、

ringS チラシが 3~4%ずつを占める結果となった。 

昨年末から掲載いただいた厚生労働省のウェブサイトからの流入の割

合が高く、さらに省庁との連携体勢を綿密にすることで多くの支えに

悩む子ども若者に情報が届く可能性が高められることがわかる。 

 

n=69 

n=69 
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○ ringS への期待 

申し込みフォームにおける質問項目「交流会に期待すること(複数回答

可)」の回答結果として、多い順に、 

「支え方のコツを知りたい(43 人,62%)」 

「これから先の支える力をつけておきたい(40 人,58%)」 

「支える上でのセルフケアについて詳しく知りたい(40 人,58%)」 

「支え方に関する専門家の意見を聞いてみたい(37 人,54%)」 

これらの結果が示された。 

 

 

 

 

● 支える上で困り相談したい内容、支える相手の属性・支えの経験 

○ 寄せられた相談内容（抜粋） 

 

精神科の受診やメンタルの相談機関への相談に抵抗があるひとへの対応 

 

体調不良を主訴に同じ内容で何度も相談を受けるが、受診以外の選択肢

がなく、最近では受け手に対する恨み言が増えてきた。 

n=69 
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相手の気持ちに共鳴してしまって一緒に辛くなってしまうことがある。 

死にたい、会えなければもう死ぬ、に、どこまで対応するべきか 

 

自傷によって気分を回復させているのを見ると、止めるべきか止めない

べきか悩む。1 人にさせるのが怖いと感じることがある。のめり込み過

ぎない方法はありますか 

 

相手から相談された時「誰にも言わないでほしい」と言われた時どうす

ればいいか 

 

 

申し込み段階で寄せられていた 18 件の「支える上で困っていて相談した

い」内容について、「相手との距離の測り方」が 6 件、「相手への言葉の返

し方」が 4 件、「希死念慮への対応の仕方」が 2 件、「セルフケアの方法」

が 2 件を占めた。 

支え手に相談先がいるかを尋ねたところ、「いない」が 29 件、「いる」が

39 件、無回答が 1 件と、相談先のいない支え手が半数近くいることが明らか

になった。いると答えた 39 名の相談先の内訳は以下の表のようになった（複

数回答可）。 

 

 

また、現在支えている相手がいる、もしくは今後支えたい特定の人がいると

答えた 27 名を対象に、「支えている相手に他に相談相手がいるか」を尋ねた

ところ「いる」が 18 件、「いない」が 8 件、「不明」が 1 件だった。 

 

いると答えた人のうち、相談相手について回答した 14 名の内訳は家族が 7

件、友人が 5 件、専門家が 4 件、その他が 2 件だった。また、支えている人

n=69 
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が専門機関につながっているかについては、「繋がっている」が 13 件、「繋

がっていない」が 11 件だった。専門機関は心療内科および精神科が主だっ

た。約３～４割の支え手は１人で支えている実態が明らかとなり、支え手の

負担の大きさが懸念される。 

 

 
 

 

 

今まで死にたいという気持ちになったことがある人は 39 名（57%）と半数を超え、

支え手自身もつらさを抱えながら身近な人を支えている実態が明らかとなった。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=27 n=24 

n=69 
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（3）アンケートの自由記載（抜粋） 

専門家でなくても身近にいるからこそできることがあるのだと、色んな方か

らの発言を聞き感じました。 

 

自分の経験を全体に共有し、いろいろとコメントをいただいたことで、自信

がついたし、「自分は 1 人じゃない」と思えるようになった。 

 

だんだん、少しずつ、みんなのココロがほぐれていくような感じがして、あ

ったかい気持ちになりました。 

 

自分 1 人では見出せなかった解決方法を知ることができ感謝しております。

また、自身が経験してこなかった皆さんの悩みを聞くことで自分だったら何

ができるだろうかと考えるきっかけになりました。 

 

同じような体験をした方々と出会えて共感できたことがすごく嬉しかった。 

 

全員が悩んでいることを話して共有していて少し自分でも気持ちなどの整理

ができた。 

 

 

 

 

 

 

（4）ringSに寄せられる「ゲートキーパーが抱える悩みおよび回答例」 

 

①  鬱を発症した友人を支える人からの悩み 
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②  気分に波のある恋人を支える人からの悩み 

 

 

Q.   

専門家ではない私がうつ病を発症し通院する友人へ 

どこまで話を聴き続けたらいいか、 

これ以上何をしたらいいのか困っている 

A.    

うつ病などの精神疾患を患っている場合は、 

・他者の言動を悲観的にとらえやすい、 

・極端な思考や行動になる 

などの特徴があることからコミュニケーションでの支援が限界を迎え、

支える側が悩まされることも多い。 

 

重度になると薬物療法による治療の必要性があるので、 

・時間を区切るなど、 

 自身の対応できる限界を自覚し、 

・本人の状態が落ち着くのを待つと良い。 
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Q.   恋人が落ち込んでいるとき、 

何を話しても応答がなかったり / 否定的な反応をされてし

まうことがある。話しかけないでほしいのか / 一緒にいて

ほしいのかが分からなくて悩んだことがあった。どのよ

うに対応すればよかったのかが今でも分からない。 

 
A. 
悩んでいる本人のソーシャルサポートを整理することをお薦めします。 

・悩みを他にも話せる人はいるか 

・どのような相談窓口・相談者なら話せそうか 
・悩まない時間はどんな状況の時か 

など、支援者が質問して明確にしていくと 

本人も気づきが得られ、支援者も全体像を把握しやすくなる。 
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③  SNSで知り合った人を支えている人からの悩み 

 

 

 

 

 
 

3⃣事業における効果測定（心理尺度のデータ解析結果） 

1. オンラインゲートキーパー養成研修（ゲートキーパー尺度 GKSES） 

日本人に対して信頼性および妥当性が確認されている「ゲートキーパー自己

効力感尺度 」(GKSES; Takahashi et al., 2020) を用いてゲートキーパー養成

研修の前後での回答の変化を追跡した。GKSESは自殺予防のゲートキーパー

としての主観的な自信を評価する尺度であり、ゲートキーパーの研修の評価

ツールとして作成された。 

 

以下の項目について、自信のレベルを 1=「全然自信がない」から 7=「絶対

の自信がある」の 7 件法で評価した。 

Q.  相談内容が難しいことや、 

睡眠時間が取れていない様子が見られたため、精神科や

心療内科を受診した方がいいと強く勧めた結果、精神科

に受診することができ、今は服薬をしながら回復に向か

っている。今も定期的に SNS上で連絡を取っている

が、自分の気持ちを文面だけで伝えることや、顔が見え

ない相手の気持ちを汲み取るのが難しいと感じる。直接

会える人だけではなく、SNS上で繋がりのある人を支え

ることができるようになりたいと考えているが、その際

の工夫点が知りたい。 

A. 
SNSを使ったケアの良い例だと思う。 

・何気ない会話でも良いので連絡を取ったり、 
・画像やスタンプを送ること 

も一助になるのかもしれない。 

関係性を途絶えさせなかった参加者さんの心配りが相手のケアにな

っていたと思う。 
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本尺度は１因子で構成されているが、全 9 問中 1,2,6 問目が「自殺の基本的

な知識を持つことに関する項目」、9 問目が「自殺の危険性の評価ができる

ことに関する項目」、3,4,8 問目が「自殺の可能性のある人の話を聞き、相談

に乗れることに関する項目」、5,7 問目が「自殺の可能性のある人を相談先

に紹介できることに関する項目」として分類される。 

 

質問１ 自殺を行う人の心理を説明できる 自殺の基本的な

知識 

質問２ 自殺の可能性のある人に接する上で適切な態度につい

て知っている 

自殺の基本的な

知識 

質問３ 自殺の可能性がある人の話を傾聴することができる 相談対応 

質問４ 「死にたい気持ち」や自殺計画を落ち着いて尋ねるこ

とができる 

相談対応 

質問５ 自殺の可能性がある人が用いることができるリソース

を知っている 

相談先紹介 

質問６ うつ病に関する基本的な知識について知っている 自殺の基本的な

知識 

質問７ 自殺の可能性のある人について必要な紹介先につなげ

ることができる 

相談先紹介 

質問８ 自殺衝動のある人の相談を受ける場合にも、落ち着い

た対応ができる 

相談対応 

質問９ 自殺やうつ病のサインについてわかる 自殺の危険性の

評価 

 

ゲートキーパー養成研修前後の GKSESの平均値および標準偏差を以下に示

した。 

 

研修前の結果についてはアンケートに回答した 49 名、研修後の結果について

は 47 名の結果を解析した。効果の検定については、前後のアンケートに両方

回答した 46 名を対象に対応のある t検定を行った。 
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また、効果量に関しては Cohen の d を採用した。0.20 以上であれば小程

度、0.50 以上であれば中程度、0.80 以上であれば大程度とされている。 

結果は以下の通り。 

 

 

（1）GKSES合計 

GKSESの合計値は介入前後で統計的に有意に上昇した (t(45)=8.52, p<.001)

効果量は大程度であった (Cohen’s d=1.24)。 

ゲートキーパー養成研修を実施することで、ゲートキーパーとしての自己効

力感が高まることが明らかとなった。 
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（2）基本的な自殺の知識を持つことに関する項目 

基本的な自殺の知識に関する項目（質問 1,2,6）の合計値は介入前後で統計的

に有意に上昇した (t(45)=8.80, p<.001)。効果量は大程度であった。(Cohen’

s d=1.21)。含まれる各項目についても有意な上昇が見られ (p<.001)，効果

量も大程度であった。 

ゲートキーパー養成研修を実施することで、ゲートキーパーの基本的な自殺

の知識に関する自己効力感が高まることが明らかとなった。 

 

 
 

（3）自殺の危険性の評価ができることに関する項目 

自殺の危険性の評価ができることに関する項目（質問 9）は介入前後で統計

的に有意に上昇した (t(45)=6.50, p<.001)。効果量は大程度だった (Cohen’s 

d=1.13)。 

ゲートキーパー養成研修を実施することで、ゲートキーパーは自殺の危険性

をより評価できるようになったと感じたことが明らかとなった。 
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（4）自殺の可能性のある人の話を聞き、相談に乗れることに関する項目 

自殺の危険性の評価ができることに関する項目（質問 3,4,8）は介入前後で統

計的に有意に上昇した (t(45)=6.82, p<.001)。効果量は大程度だった (Cohen’

s d=1.03)。含まれる各項目についても有意な上昇が見られ (p<.001)，効果

量も大程度であった。 

ゲートキーパー養成研修を実施することで、ゲートキーパーは自殺の可能性

のある人の話を聞き、相談に乗れることに関する自己効力感が高まることが

明らかとなった。 

 
 

（5）自殺の可能性のある人を相談先に紹介できることに関する項目 

自殺の可能性のある人を相談先に紹介できることに関する項目（質問 5,7）は

介入前後で統計的に有意に上昇した (t(45)=6.95, p<.001)。効果量は大程度

だった (Cohen’s d=1.17)。含まれる各項目についても有意な上昇が見られ 

(p<.001)，効果量も大程度であった。 

ゲートキーパー養成研修を実施することで、ゲートキーパーは自殺の可能性

のある人を相談先に紹介できることに関する自己効力感が高まることが明ら

かとなった。 
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（6）ゲートキーパー養成研修の満足度 

ゲートキーパー養成研修の満足度は 4 以上が 93%を占め、残りの 2 項目の質

問についても 90%以上の参加者全員が「思う」「ややそう思う」と回答し

た。 

 

 

2. ringS（ヤングケアラー尺度） 

日本人に対して信頼性および妥当性が確認されているヤングケアラー尺度改

訂版 PartB (奥山, 2020) を参考に、 Light Ring.独自で一部内容を変更した尺

度を用いた。ヤングケアラー尺度改訂版 PartBはおもにケア場面での感情に

焦点を置いた尺度である。 

 

ringSの前後での回答の変化を追跡した。身近な方を支えることに関する文

章に対して、1=「そう思わない」から 7=「そう思う」の 7 件法で評価し

た。 

 

本尺度は原尺度に則り、3 因子構造とした。全 16 問中 1-8 問目が第 1 因子

「逃避感情」、9-13 問目が第 2 因子「積極的関与」、14-16 問目が第 3 因子

「罪悪感」として分類される。 

 

事前・事後アンケートで比較する質問内容と質問番号の対応は下表の通り。 
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ringS前後のヤングケアラー尺度の平均値および標準偏差を以下に示した。 

 

研修前の結果についてはアンケートに回答し 61 名、研修後の結果については

59 名の結果を解析した。効果の検定については、前後のアンケートに両方回

答した 59 名を対象に対応のある t検定を行った。 

 

また、効果量に関しては Cohen の d を採用した。0.20 以上であれば小程

度、0.50 以上であれば中程度、0.80 以上であれば大程度とされている。 
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結果は以下の通り。 

 

 

（1）逃避感情 

第１因子「逃避感情」（質問 1~8）はケア負担の重さから逃避したい感情を

反映する因子である。高いほど逃避感情が大きいことを示す。逃避感情の値

は、介入前後で統計的に有意な差は見られなかった (t(58)=-0.62, p=.54)。し

たがって、ringSに参加することにより逃避感情が低下するという効果は示

されなかった。 

 

一方で、項目では結果にばらつきがみられた。 

質問８「支えるときに助けが必要な時、他人に支える手伝いをお願いしづら

い」は統計的に有意に低下し (t(58)=-3.20, p<.01)、効果量は中程度であった 

(Cohen’s d=-0.48)。ringSに参加したことで、他者を頼りやすくなったこと

が示唆される。 

 

質問３「私のことを気にかけてくれる人がいればよかったのにと思う」は有

意傾向の上昇が見られ (p=.05)、効果量は小程度であった (Cohen’s 

d=0.25)。この結果は、ringSに参加したことで、支え手として気にかけられ

る経験をしたことから、支え手である自分自身も支えられるべき存在である

ことに気づいたことによる変化である可能性がある。ringSへの参加によっ

て、自身へのケアの自覚が高まった可能性が示唆される。 
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（2）積極的関与 

第２因子「積極的関与」（質問 9~12）はケアに対しての積極的な関与とポ

ジティブな感情を反映する因子である。高いほど積極的関与が大きいことを

示す。積極的関与の値は、介入前後で統計的に有意に上昇した (t(58)=4.22, 

p<.001)。効果量は中程度だった (Cohen’s d=0.41)。質問 9,10,11 について

も有意な上昇が見られ (p<.05)，効果量も中程度であった。 

 

したがって、ringSに参加することにより支えることに対して積極的な関与

とポジティブな感情が高まったことが示された。項目からは、疾病や障害に

関わる意思決定や情報収集に対する関与には変化がなかったものの、支える

ための自信やどのようにかかわるべきかの知識が高まったことが示唆され

た。 
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（3）罪悪感 

第３因子「罪悪感」（質問 13~16）はケアをしていないときの罪悪感を反映

する因子である。高いほど罪悪感が大きいことを示す。罪悪感の値は、介入

前後で統計的に有意な差は見られなかった (t(58)=-1.46, p=.15)。含まれる各

項目についても有意な差は見られなかった。したがって、ringS に参加する

ことにより罪悪感が低下するという効果は示されなかった。 

 

（4）ringSの満足度 

ringSの満足度は 4 以上が 90%を占め、残りの 3 項目の質問についても 80%

以上の参加者全員が「思う」「ややそう思う」と回答した。とくに「今後誰

かを支える時に役立つと思う」は 95%が「思う」「ややそう思う」と回答

し、ringS での経験が利用者にとって有用であることが示された。 
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3．考察 

 子ども・若者である本事業の参加者は、「支えを負担に感じている」「支えに関

する自身・ノウハウが無い」という子ども・若者ならではの特徴が表れている。効

果測定の結果から、ringSに参加することにより、支えるための自信やどのように

かかわるべきかの知識が高まったことが示唆された。支え手の悩みを共有でき、公

認心理師などの専門家からスーパーバイズを受けることができる ringS は、身近な

人を支えることに悩む子ども・若者のニーズに合った事業であると考えられる。効

果測定からも ringS の満足度は非常に高く、ringSでの経験が利用者にとって有用で

あることが示された。オンライン開催で匿名性もあることから、全国各地から気軽

に参加でき、専門機関に相談しにくいと思う子ども・若者も利用しやすい条件で実

施できている。 

 また、支え手の負担の大きさが懸念され、参加者も希死念慮のあった人は半数を

超えていることから、支え手自身もつらさを抱えながら身近な人を支えている実態

が明らかとなった。効果測定の結果から、ringSの参加によって自身へのケアの自

覚が高まった可能性が示唆される。今後も、ゲートキーパーである前に、まず自ら

を守る手段を身に付けられるよう実践的なセルフケアの方法を提供していくこと

で、子ども・若者が孤独で悩みバーンアウトすることを未然に防ぐことに寄与す

る。 

 今年度から開始したオンライン非専門家（子ども若者）ゲートキーパー養成研修

でも、効果測定の結果、ゲートキーパーは自殺の危険性をより評価できるようにな

ったと感じたことや、ゲートキーパーは自殺の可能性のある人の話を聞き、相談に

乗れることに関する自己効力感が高まることが明らかとなった。結果、子ども若者

が、身近な人に手を差し伸べることへの躊躇が減り、希死念慮者・自殺未遂者に声
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をかけられる人が増える可能性があり、自殺対策としても有効であると考えられ

る。 

 

 

4⃣ringS 司会・統括者の育成講座開発及び実施 

1．事業内容 

● 目的 

 ピアスタッフである ringS運営スタッフの育成により、誰にも本音を言え

ない非専門家（子ども若者）ゲートキーパーが ringSにおいて気持ちを言え

る機会が増える。 

● 内容 

 ゲートキーパーの基礎や心得、ゲートキーパー支援に必要なスーパーバイ

ズやセルフケア講習、ringS模擬運営、代表理事による面接試験で構成され

る。 

2．結果 

● 申し込み兼参加者 13 名 

 

 5 月、10 月、2 月の計 3 回支え手支援ボランティア養成講座を計画した。 

日時 実施内容 

5 月回 10 月回 

3 月上旬～

4 月 30 日 

8 月上旬

～9 月 20

日 

応募受付期間 

周知方法は、当法人事業及びスタッフを通じた周知、チ

ラシ作成及びホームページ募集ページ更新、SNS（X(旧

Twitter)、Instagram等）による周知、サービスグラン

ト、過去の事業申込者及び求人申込者への個別通知 

5 月 7 日 10 月 1 日 

 

第 1 部、第 2 部 

当団体のピアサポートスタッフの応募者に対して、

zoom上で当団体の理念、若者の自殺の現状、若者ゲー

トキーパーが抱える課題、団体が行っている活動に関し

て紹介する。講座内では「支援を受ける上でどのような

場があればよいか」「悩み相談をする際に相手にどのよ
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うな受け止め方をしてほしいか」など実際の支援を想定

し、一緒に課題に対してディスカッションする場も設け

る。 

5 月 7 日

～5 月 14

日 

10 月 3 日

～10 月 8

日 

第 3 部 

当団体が支え手に対して行っているオンライン居場所事

業「ringS」の司会進行やファシリテーターとしての役割

を練習する「模擬 ringS」を行う。 

当日は応募者が実際に司会進行役、ファシリテーター役

を両方経験してもらい、団体のスタッフは ringS の参加

者という形式で進行する。終了後はスタッフから応募者

に対して進行、会の雰囲気作りや参加者に対して話を振

るなどの配慮に関してフィードバックを行う。 

5 月 21 日 10 月 14

日 

 

面接試験 

面接試験の前に応募者は自己分析シートと呼ばれる、当

団体のボランティアに志望した動機、過去の支えの有

無、自分の強みや弱みなどといった自己分析を記入した

ものを提出して頂く。 

それに基づき、当団体代表石井及び団体スタッフと応募

者 1 人 1 人に対して面接試験を行う。面接試験、模擬

ringSでのスタッフからの評価シートを総合的に判断

し、ピアサポートスタッフの合格者を選出する。 

5 月 28 日 10 月 22

日 

 

第 4 部 

新規スタッフと団体スタッフを交えて活動のオリエンテ

ーションを行う。 

当団体の理念、活動内容、スタッフの自己紹介を行い、

スタッフ間の親睦を深める。 

 

● 2 月回 

プロボノで過去関わっていただいた SMBC 日興証券（株）メンバーの協力の

もと、周知方法や運営体制等のストラクチャー面及びプロセス面での見直し

を実施。 

日時 実施内容 

1 月中旬～2 月上旬 応募受付期間 

1 月 30 日、2 月 4 日、2 月

10 日 

説明会の実施 
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2 月 17 日 養成講座（短縮版）実施 

2 月下旬 面接試験 

3 月中旬 模擬 ringS実施 

4 月月例会議時 オリエンテーション及び部署配置 

  

改善のアイデア 

○ 本事業ガントチャート修正及び定期的な担当者会議の実施 

○ 当法人やボランティア活動について本申し込み前の説明会の実施 

申込者が活動イメージが湧き、参加ハードルを下げるため、ミスマッ

チを防止するため、説明会を実施。質疑応答や提出書類の説明時間を

設ける。秘密保持契約の書類提出の確認は課題となっていたため、今

後もオンライン署名等確実に提出してもらう方法の検討。 

○ activo 等外部サイトを用いた集客活動 

○ X や Instagram による定期的なボランティア募集の周知、既存スタッ

フの参加きっかけや活動メリットの分かるショート動画の配信 

                                                   

   3 月 2 日時点 711 回表示       3 月 2 日時点 491 回表示 

 

○ 周知用チラシの工夫 

 子ども・若者の目に留まりやすいようデザインやレイアウトを工夫

した。 
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○ 養成講座の内容・時間の見直し（短縮版養成講座の開発） 

 時間を 2 時間に短縮。法人説明は説明会にて実施する等、内容を精

査。まずは支え手支援というアプローチと ringSに焦点を絞る。 

● 3 月回 

上記養成講座以外で連絡いただいたボランティア希望者に向け、LINE オープ

ンチャットの投稿や広報面で活動いただくことを目的に、代表による面接試

験を実施。ボランティアの候補生として 3 名の面接を実施した。合格者は 3

月に LINE オープンチャットの相談対応の練習を実施、4 月から本格始動。 

 

5⃣ringS 司会・統括者の定着支援（ピアサポーター成長支援制度） 

 
2023 年度の LightRing.において、39 歳以下のスタッフ累計 9 名がピアサポーター

として ringSの司会・統括者として関わった。今年度 Light Ring.では ringS.司会・

統括者の定着支援として以下に重点的に取り組んだ。 

1. 事業内容 

（1）概要  

若者ピアサポーターが子ども若者自殺予防活動を続けるために、以下

の仕組みを導入している。 

      (1)ringS 事前事後シートの記入、ピアレビュー、専門家レビュー 

      (2)成熟度チェックシートの記入と、成熟度チェックリストによる分析 
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      (3)(2)を用いた公認心理師による年度末面談 

      (4)ピア会 

 

（2）目標値 

既存の司会・統括者 5 名の定着  

2. 結果 

（1）ringS 事前事後シート、ピアレビュー、専門家レビュー 

● ringS 事前シート 

ringS 実施前に、各自が成長目標を記入する。 

 

● ringS 事後シート 

ringS 実施後、事前シートに記入した目標を達成できたか、また参加

者の様子等気づいたことを記入する。目標の達成度を確認できるとと

もに、上手くできなかったことをピアサポーター同士で振り返り次回

に繋げることができる。 

 

● ピアレビュー 

ringS 後にピアサポーター同士フィードバック行う。相互評価し、労

い合うことでチームの結束力を高め多様な視点を得ることができる。 

 

● 専門家レビュー 

ringS 後に専門家（公認心理師）がフィードバックを行う。ピアサポ

ーターの長所や成長できる点をピックアップし、次回の ringS の目標

を提案する。 

 

 

 

記入例 ※本人掲載許可済 

       スタッフ名 ありむ 

       年代    20 代前半       

       担当役割  ringS司会 
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ringS事前シート 
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ringS事後シート 
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（2）成熟度チェックシートの記入と、成熟度チェックリストによる分析 

● 成熟度チェックシート 

専門家（公認心理師）の視点から人を支える上で必要となるスキルに

ついての 12 の質問項目にピアサポーターが回答し、1 年の活動を通し

て経験したこと、成長できたと思うことを言語化していく。 

 

● 成熟度チェックリスト 

第 1 回と第 6 回の ringS後に回答するもので、1 年間の活動を通じた

自身の成長を数値として示すことができる。質問項目を以下に記す。 

 

【評価方法】 

 

● 「ringSの司会・ファシリテーター」の STEP1-4 

ringSを通じてそれぞれの自己評価が 3.5 以上になるかどうか

をスタッフのピアサポーターとしての 1 つの成長期軸として評

価する 

 

● 「ringSの司会・ファシリテーター」の STEP5,6「SNS運用」

「社会課題発信」の全 STEP 

ringSを通じてそれぞれの自己評価が 3.0 以上であるかを評価

し、3.0 以下のものについては次年度の目標設定時に考慮す

る。 

 

 

例： 

STEP2 の 3 つの質問について自己評価でそれぞれの点数を「5」 

「4」「2」とつけた場合 STEP2 の点数は、平均点である 3.7 点とな

る。この場合、STEP2 の評価基準値 3.5 を上回っている為、成長の実

感を得られるフィードバックを行う。 
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【具体的質問項目と STEP の対応】 

 
 

 

 

 

＜ringS の司会・ファシリテーター＞ 

● STEP1 自己開示 

○ 全体を通じて、参加者が話やすいように自己開示が出来る(5 が

そう思う、1 がそう思わない) 

● STEP2 参加者の悩みに共感することが出来る、簡単なコメントができ

る 

○ 話を要約して繰り返すことが出来る 

○ 労いの言葉をかけることが出来る 

○ 共感の言葉かけが出来る 

● STEP3 参加者・スタッフに話を振ることが出来る 

○ 似た経験を持つスタッフに話を振る 

○ 参加者に似たような体験がないかを聞くことが出来る 

○ 参加者同士で話しが続くよう促すことが出来る 

● STEP4 参加者に新たな視点が提供出来る 

○ 自分と相手それぞれに他に頼れる人がいるか聞くことが出来る 

○ 支える側が支えられてもいいことを伝えられる 

○ 支えるのが辛いと思ってもいいことを伝えられる 

○ 具体的なセルフケア方法を提示出来る 

● STEP5 具体的な相談先の提案、提供が出来る 

● STEP6 必要に応じて意図を持った質問を投げることが出来る 

○ 参加者の考えを促す質問が出来る(ex「その時はどんな対処をさ

れたのですか」「私は～と思ったのですが Aさんはどうです

か」) 

○ 温かい雰囲気を壊さず情報を引き出すことが出来る(ex 専門機

関につながっているのか、病院に通っているのか、いつ頃から

の話なのか 

＜ringS 外＞ 
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● SNS運用 

○ STEP1ringS に関して依頼されたものを発信出来る 

▪ ringSの前後で依頼された投稿を twitter で発信出来る 

▪ オープンチャットで依頼されたタイミングで迎え入れメ

ッセージを送ることが出来る 

▪ 事業内での活動などを協力して発信出来る 

○ STEP2 自主的な発信が出来る 

▪ twitter で支え手への労いの言葉を自主的に発信出来る 

▪ オープンチャットで支え手への労いの言葉をかけられる 

▪ 自身のアカウントで Light Ring.の発信内容にリアクショ

ン出来る 

▪ オープンチャットでの運営からの投稿内容に対してリア

クション出来る 

○ STEP3 周囲へ働きかけることが出来る 

▪ オープンチャットでいつでも相談して良いなど、参加者

の悩みの吐き出しを促せる 

● 社会発信 

○ STEP1 社会課題への関心がもてる 

▪ オープンチャットへの投稿案についてリアクションが出

来る 

▪ 投稿案について、案出しや感想を伝えられる 

○ STEP2ringS 活動の言語化が出来る(発信の準備) 

▪ 子供若者の自殺の現状について自分の言葉で説明できる 

▪ Light Ring.の取り組み内容について自分の言葉で説明出

来る 

○ STEP3 アウトプットが出来る 

▪ メディア出演 

▪ 自分の体験、スタッフとしての経験を他の人に語

ることが出来る 

▪ ラジオや取材などの依頼があった際に立候補する

ことが出来る 

▪ 対外報告会が開かれた際にプレゼンターとして立候補し

たいと思う 

▪ twitter スペースなどの発信に挑戦したいと思う 

 

（3）（2）を用いた公認心理師による年度末面談 

ringS 運営など、1 年間の Light Ring.での活動を通して成長できた項

目について、成熟度チェックシート・チェックリストを元に公認心理

師と面談を行う。 
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● 1 回目と 6 回目の変化の平均 

 ピアサポーターに年度末面談を実施した結果、2 名のピアサポータ

ーの数値が上がった。また以下にピアサポーターの感想を記載する。 

 

 

 

 

 

 

● 本人の感想 

 

 ひかりさん  

成長できたところ 

参加者を募るため特に集客を頑張った。ringSは前年度のピアサポーターの動きを

参考に場の雰囲気作りを意識した。 

課題 

相手の話題を引き出す質問を考えることが難しかったので、質問ができるように

なりたい 

 

 

りこちさん   

成長できたところ 

チャットでのリアクション等を活用し参加者が参加しやすいように工夫すること

ができた。 

課題 

初対面の人に話を振ることが難しかった。一人でも多く話を橋渡しできるように

なりたい。 
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のちこさん  

成長できたところ 

悩みを一人で抱えるのではなく、誰かに相談することが大切だと知った。私自身

も悩みを抱えやすいので発見があった。 

課題 

ボランティアに参加する時間が作れず参加が難しかった。他の活動で参加できる

時間を検討する。 

 

ありむさん   

成長できたところ 

少しずつ自己開示の仕方が分かり、また他のピアサポーターと協力することを意

識したらうまく進行で来た。 

課題 

参加者に話を振ることが難しかった。より話を橋渡しして、会話を広げられるよ

うにしたい 

 

（4）ピア会 

● 導入背景 

 Light Ring.のピアサポーターは各地域からオンラインで参加する方

も多くスタッフ同士のコミュニケーションが希薄な部分がある。また

ringS を運営するにあたってスタッフ個人の経験や Light Ring.の事業

に興味を背景などを共有することで、ピアサポーター同士の交流を促

し、互いの強みを理解する仕組み作りを考案した。 

● 概要 

 月に 1 回程度の頻度で Zoomを活用する。発表者にこれまでの自分

史を話し、参加者のピアサポーターが受容的に話を伺う。適宜質問を

行い、ピアサポーター同士の理解を深める。 

● ピア会の実施方法 
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○ ピア会で使うシート 

理解を深めるための質問シートに、本人の意思で記入。これを

用いて発表者が共有する。 

○ ピア会の様子 

公認心理師が主担当として運営 
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● 実施による効果 

 発表者のピアサポーターが活動する意気込みや支援したいと考える

背景について、全体のスタッフが把握することができ、またスタッフ

個人の経験に基づいた強みを理解することができた。 

 実施により ringSにてピアサポーター同士の背景を理解することが

できるため、悩みの経験と参加者の悩みにつながりが生まれやすく、

ケアし合う関係が成立しやすくなった。 

 

 

（5）年末のピアサポーター間メッセージ交換会 

①目的 

 日頃活動を共にしているピアサポーターへの労いの言葉を送り信頼

関係の構築をすること。 

②方法 

 メッセージ共有サービス meseca を利用し、今年度関わったピアサ

ポーターへメッセージを書き、共有し合う。 

③効果 

 自身の頑張りを他ピアサポーターが気づき、賞賛することで、次年

度以降ピアサポーターを継続するモチベーションにも繋がった。 
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6⃣全国の非専門家（子ども若者）ゲートキーパー支援を目的とした

専門家(スーパーバイザー)ネットワークの強化 

1. 事業内容 

（1）概要 

● 目的 

 首都圏以外の地域から ringSに参加するゲートキーパーも少なくな

いことから、地方において活動するゲートキーパーの中にも支援を必

要とする者が存在する実態がある。 

 国内ネットワークの形成は、全国各地の保健師や公認心理師、精神

保健福祉士といった支援専門職の協力を仰ぎ、地方において活動する

ゲートキーパーの連携先としてネットワーク化を図ることを目的とし

ている。 

● 実施内容 

具体的には、以下 3 点を実施する。 

○ 職能団体との連携を通じて各地域の専門家との協力関係を構築

する。 

○ 専門家が集うオンラインコミュニティを形成し、ゲートキーパ

ーにかかわる具体的事例について相談する場を作る。 

○ 年 2 回程度研修会・事例検討会を開催し、ゲートキーパーの支

援についての知見を専門家に提供する。 

（2）目標値 

①ネットワーク加入提案 20 団体の達成 

Light Ring. 専門家ネットワークメーリングリストに加入する 

あるいは Light Ring.主催のオープンチャットに参加する。 

②年 2 回の研修会・事例検討会の開催 

2. 結果 

(1) ネットワーク加入団体数の報告 

メーリングリスト：22 名 

オープンチャット：14 名 
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(2) 全国青少年相談研究集会 実施報告 

 2024 年 1 月 18 日、1 月 19 日に東京・代々木青少年オリンピックセ

ンターで全国青少年相談研究集会が行われた。 

 1 月 18 日は、第 1 回目の研修会として、オープニングセッションに

おいて、『こどもまんなか社会の実現に向けて』というテーマで、有

村萌（大学生・ピアサポーター）が「若者」代表として、子ども若者

ゲートキーパーの育成・支援の必要性についてプレゼン形式で発表

後、他 2 名の発表者と会場の参加者から寄せられた質問を元にディス

カッションを行った。寄せられた質問としては、「悩みを受け取る際

のコミュニケーションの取り方や関係性の築き方はどのようにすべき

か」「そもそもこどもまんなか社会とは」等について意見を交わし

た。 

 
  （オープニングセッション：右から 2 番目ピアサポーター有村萌） 

 

 また、1 月 19 日は、第 2 回目の研修会として、石井綾華（精神保健

福祉士・代表理事）、石井辰彦（公認心理師・スーパーバイザー）、

佐藤みなみ（看護師・ピアサポーター）、野坂未公音（医師・ピアサ

ポーター）、大町ひかり（保健師・ピアサポーター）で参加し、研究

集会の参加者に向けて、午前中に「研究講義」として 30 分かけて当団

体の理念や活動内容の紹介を行い、午後は「分科会」として 1 時間 30

分のワークショップを開催した。 
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（研究講義：ピアサポーター佐藤みなみ） 

 

 分科会では 9 名の参加者に向けて、日本の自殺の現状をお伝えし、

支え手支援の難しさを実際にワークショップで体験することで実感し

ていただいた。ワークショップでは、まず自身の支え手経験について

振り返っていただいた後、当団体が定期開催している ringSのデモ動

画をご覧いただき、それぞれ専門家の立場からどのように ringS参加

者に声かけを行うか、ディスカッションしていただいた。 

 ご参加いただいた参加者の皆さまからは「支え手という存在を知る

ことができた」「支える側も悩んでいることがわかった」といった感

想をいただいた。 

 会場では「専門家オープンチャット」の加入を呼びかけ、専門家の

方々に加入していただくことが達成できた。 
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（分科会：スタッフ野坂） 

 

 国内ネットワークの形成は、日本各地の専門家に若者ゲートキーパ

ーについて正しく理解していただき、ゲートキーパー育成の知見を提

供することを目的としているが、専門家同士の交流の場としても機能

させたい。なぜなら、当事者に関わる支援事業に従事する専門家は、

当事者を支えるゲートキーパーとも出会う機会が多く、専門家自身も

当事者を支えるゲートキーパーとなり得る。自身の対応について迷い

悩むことが生じた際に、相談する場を設けるため、専門家交流オープ

ンチャットの運営開始を予定している。オープンチャットでは、各地

でのイベントや勉強会の宣伝、また、自身の対応に苦慮しているケー

スの相談など、職場を越えた専門家同士の交流を目標としている。 

 専門家ネットワークは民間団体の連携で形成していくことには限界

がある。今後の展望として、厚生労働省 社会・援護局総務課 自殺対策

推進室が主導となり、各地域ブロックごとの自殺対策に関わる行政職

員が運用する形式が望ましい。 

 

 

7⃣オープンチャットを活用したピアサポーター、専門家による相談

支援の活性化、知見化、情報発信 

1. オープンチャット相談支援 

（1）概要    

 Light Ring.では LINE のオープンチャットを用いたオンラインコミ

ュニティによる支援を行っている。LINE のオープンチャットとは、

「友だち」として登録していないユーザーとも、チャットを通じてコ

ミュニケーションを図れるプラットフォームである。「直接知り合い

ではないユーザーとも会話のできる、開けた情報交換の場」である

が、個別に連絡を取ることはできない環境のため、安全性が保たれる

特徴がある。 

 Light Ring.はオープンチャット「悩み相談を受けている 10～30 代

集まれ【ringS】」を運用しており、法人が許可する方であれば(許可

条件は後述)誰でもチャットルームへの参加が可能である。 

 

オープンチャット加入時の質問項目 

①年齢 ②居住地 ③支えている相手 ④支えの中で悩んでいること 
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 チャットベースで寄せられる悩みに対して、同世代の相談員(ピアサ

ポーターや専門家)が対応している。緊急時には専門家が主に対応す

る。また、ピアサポーターや専門家により自殺念慮や孤独孤立を抱え

る身近な友人等を適切に支えるためのゲートキーパー知見や援助技術

の情報提供も定期的に行われている。 

 

（2）運営ルール 

 オープンチャットでは、以下のルールを設定し、ピアサポーターお

よび専門家の連携で運営している。 

 

オープンチャットの利用方法について 

＊オープンチャットは心理士やカウンセラーなどの専門家での運

営ではありません。支え・支えられた経験のあるスタッフで運営

しています。そのため専門的な相談内容には答えることが難しい

状況です。利用時のルールを設定して運営を行いたいと思ってい

ます。相談する方はあらかじめ確認ください。 

相談内容 

●相談したいことは何か具体的に書くこと 

●「～について教えてほしいです。」など聞きたいことを明記す

る 

例 以前から関わっている学校の友人がいます。最近学校に行

きたくないと言っているため支えてあげたいのですが、どのよ

うに関われば良いですか。支え方について知りたいです。 

相談するうえでの注意点 

●緊急な支援に関しては対応ができません。 

●スタッフからの返信は 2～3 日を目途で考えてください。 

●個人情報が特定されてしまうような書き込みは控えましょう。 

●何らかの身体症状を伴う重篤な場合は私たちで相談をお受けす

ることができません。まずはお近くの医療機関を受診することを

お勧めします。 
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●現在お受けできる相談件数は、運営体制より週 2 件までになり

ます。 

 ●相談の回答者はランダムになります。ご指名の回答は行ってお

りません。 

 ●投稿は素直な気持ちを打ち明けてもらっております。万が一、

他の方の投稿を見て気持ちが揺らぐ場合は、無理せずに未読にす

るなど適切な対応を推奨しております。必ず全てに目を通さなく

ても大丈夫です。 

●万が一ルールを守れない場合、利用者へ配慮いただけない場合

はご退出いただくこともあります。皆様が安心して相談できる空

間にしていきたいと思いますのでご協力をお願い致します。 

 ●このコミュニティでは他の参加者様の悩みや相談の投稿に自由

にコメントやリアクションすることができます。友達など大切な

人を支えたあなたの経験が誰かの役に立つことがあります。 

 

  支えるあなたも一人じゃない、みんなで繋がっていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

（3）実際に寄せられた質問及び回答 

 

オープンチャットに届いた自殺の悩みを受け止めるゲートキーパーの相談例 

 

ケース 1：オープンチャット参加者同士が支え合ったケース 

 

＜相談内容＞ 
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＜オープンチャット参加者（同じ境遇のゲートキーパー）による回答＞ 

 
 

 

 

 

 

 

 

＜ピアサポーターの回答＞ 
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※スタンプによるリアクションがあることで、参加者は同じ境遇の仲間に支

えられている実感が沸くという効果も生まれている。 

 

 

ケース 2：専門家（公認心理師）の対応 

 

 

＜相談内容＞ 
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＜専門家の回答＞ 

 

 
 

 

 

（4）オープンチャット支援結果 

2024 年 2 月現在オープンチャット加入者 111 名(目標値 93 名)となり、全国

のゲートキーパーが集う 24 時間 365 日自由に投稿可能なコミュニティであ

る。 

 

 コミュニティにおける情報提供は昨年度より開始し、今年は Canva を活用

した画像での情報提供も行った。担当のピアサポーターが週に 1 度文章案を

作成し、他ピアサポーターや公認心理師のフィードバックを踏まえた上で投

稿している。本年度は年間 40 本以上の公認心理師等による「子ども若者ゲー

トキーパーが希死念慮を抱える人のためのノウハウ知見提供」を達成した。 
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Canva を使った知見提供 

 
 

 
 

 

2. Twitter (X)の運用 

Light Ring.では本年度、Twitter(X)による情報発信や、日々の活動報告、フ

ォロワーに向けたメッセージ配信を行った。2833 人（2024 年 3 月時点）の

フォロワーがいる。 

以下に、情報発信以外に Twitter(X)上で行った発信内容を記載する。 
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3．Instagram の運用 

（1）目的 

ゲートキーパー・支え手支援のニーズはこれからも高くなると考えら

れる。そのため Light Ring.の活動を Instagramを通して広報活動を行

い認知度を高める。新規プロフィール閲覧者をフォロワーにすること

をまずは目標にする。 

 

フォロワー数：308 人（2024 年 3 月現在） 

※専門家 or 団体の方が多く、20 代後半～30 代前半の方が大半。 

 

（2）活動内容 
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①インスタ広告 

 ●チラシをストーリーに投稿する 

（例：自殺予防週間に間に合うよう作成） 

②ストーリー投稿 

● オプチャ発信内容の投稿 

● 何かポストした時は、必ずストーリーでも投稿 

● 9 月「自殺予防週間」（9/10-9/16）毎日投稿 

● LRについて興味を持ってもらえる内容を作成する 

● 養成研修 / ringS の紹介 

③ハイライト 

● GKとは 

● ringSとは 

● Q&A集 

LRに関する質問箱を作成し、質問を募集する。 

 

     ＜ゲートキーパーについて＞   ＜ringSについて＞    

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④フィード投稿 

● 投稿内容案をオープンチャットの内容を参考に作成した。 
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例：有名人の自殺報道が拡散された時の自殺予防に関する投稿 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

⑤インスタライブ 

年内 2 回 

9/15（自殺予防週間）第 1 回「GKになろう！」を開催   

（出演：石井綾華、有村萌）    
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 9/26 第 2 回 専門家を交え質問箱の質問に答える 

（出演：大町ひかり、有村萌、石井辰彦） 

 

 4．TikTok の運用 

（1）目的 

Instagram同様に、ゲートキーパー・支え手支援のニーズはこれから

も高くなると考えられる。そのため Light Ring.の活動を 10 代～20 代

の活用が著しい TikTokを通して広報活動を行い認知度を高める。 

● 1 月末までに 5 本掲載 

● テーマ：共依存について 

○ そもそも共依存とは？（12/16 に配信済み） 

○ 共依存に悩む人に知ってほしいこと（12/27 に配信済み） 

○ カップル関係での共依存（1/29 に配信済み） 
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○ 親子・家族関係での共依存（1/30 に配信済み） 

○ 共依存になりにくくする方法（1/31 に配信済み） 

 

 
 

（2）今後の課題 

 今年から広報活動として Instagram、TikTok を活用した運営に尽力

した結果、前年度よりも Instagramのフォロワー数は増加した。今後

も 10 代～20 代へゲートキーパー・支え手の支援の必要性や支援に向

けた情報提供を行い、周知してもらう活動を続けていく。 

 TikTokでは、他の SNSよりも私たちが対象とする若者に向けたア

プローチが可能だと感じる。ただフォローするのは少しハードルが高

いと思っている若者も少なくないと考えられるので、保存数に焦点を

当て、本当に困った時に見返したいと思ってもらえるような動画を届

けていきたい。 

 5．考察 

● 定着 

 前年度に引き続き成熟度シート・リストを使ったフィードバック面接を行

い、スタッフのセルフモニタリングを促すことができた。スタッフは来年度

の目標を言語化し、具体的な行動を明確化することができた。 

 今後の課題としてはスタッフが脱退する場合に、対策を整備し、定着率を

保つことである。またスタッフ同士の交流機会を増やし、ネガティブな発言

を言える環境づくりが必要と考えられる。 

 

● オープンチャット 

 今年度の活動によりオープンチャットの参加者は 83 名から 111 名(2024

年 2 月現在)と増加傾向にあり、定着目標を達成することができた。また知見

提供数は 40 本以上と目標数に到達できた。またオープンチャットに定着した

参加者から運営の方法について質問があるなど、スタッフと参加者の交流が
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活発になった。さらに参加者へのインタビューを実施したところ、本オープ

ンチャットはリアクションが早いため利用がしやすいという評価も頂けた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 57 

8⃣  海外ネットワーク 

 
 

1. 事業内容 

 （1）概要 

 各国の自殺対策に取り組む関係者が集い、自殺の原因分析結果の共有ある

いは最新の対策を共有し、意見交換することで、国際的な視野に立ち、自国

の自殺対策に新たな視点を取り入れるため海外ネットワークを構築する。 

 特に、当団体においては自殺対策としてピアサポート支援（あるいはゲー

トキーパー支援）が義務教育に取り入れられた背景などから、子ども若者の

自殺対策に資する情報収集および意見交換に努めるものとする。 

 

 （2）目標値 

    新事業のためなし 

 

2. 来年度実施予定の国際会議について 

 （1）概要 

すでに自殺予防教育を義務教育に取り入れている実績のあるイギリス、シン

ガポール、韓国（R5 より）から、自殺対策関連領域の専門家を招き、各国の

自殺問題の傾向や、最新の対策、自殺予防教育を義務教育に取り入れること

となった経緯やその流れについて参考にすべく国際会議を予定。 
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 （2）目的 

● 自殺予防教育の一環であるゲートキーパー育成支援（コミュニケーシ

ョンスキル教育）について、これらが義務教育に取り入れられた背景

を各国の事例から学ぶこと。  

 

● 子ども若者支援におけるピアサポートが継続するためのヒントについ

て、各国の支援者・有識者同士で意見交換すること。 

 

● 「身近な人を支える子ども若者への支援」の必要性・有効性を伝え、

子ども若者政策立案のアップデートに不可欠な視点を提供すること。 
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(3) 登壇者 
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9⃣ 本事業実施による子ども・若者自殺予防への効果・総括 
 

本事業には、希死念慮者の支え手が高い割合で参加している背景から、当該事業に

よるゲートキーパー支援の拡大は本人支援と同等あるいはそれ以上に死を考える者

に辿り着く支援として、適切な効果を生み出している実態がある。来年度の課題と

しては、全国で子ども若者自殺対策ゲートキーパー育成・支援事業が展開されるよ

う標準化モデルの実装準備を進める点がある。これまで培った多様な関係者との関

係性を生かし、子ども若者本人にとって辿り着きやすい自殺対策を実現していく。 

 

引用文献 

文部科学省. ”児童生徒の自殺対策について”. 厚生労働省. 2022-02-24, 

https://www.mhlw.go.jp/content/12201000/000900898.pdf (参照 2024-03-03) 
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